
         

「
一
筆
啓
上･

作
左
の
会
」
は
、
平

成
十
一
年
十
二
月
二
十
六
日
に

発
足
し
、
ち
ょ
う
ど
二
十
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
発

足
の
ル
ー
ツ
を
報
告
し
ま
す
。 

 

六
ツ
美
西
部
小
学
校
が
平
成

九
年
四
月
に
開
校
し
、
当
時
六
年

生
を
担
任
さ
れ
た
堺 

正
司
先
生

か
ら
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
記
述

し
ま
す
。 

①
着
任
当
時
、
本
多
作
左
衛
門
の

生
誕
の
地
が
宮
地
町
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
作
左
衛
門
の

人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
十
八
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
徳
川
家
康
」
で
知
っ
た
。 

（
主
演
は
滝
田 

栄
） 

        

 

②
着
任
し
た
そ
の
年
の
学
芸
会

で
作
左
衛
門
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
た
。
当
時
、
多
く
の
報

道
関
係
者
の
取
材
を
受
け
、
話

題
に
な
っ
た
。 

③
そ
の
話
題
が
作
左
衛
門
の
終

焉
の
地
、
茨
城
県
取
手
市
で
も

話
題
と
な
り
、
取
手
市
か
ら
招

待
を
受
け
た
。 

④
そ
の
後
、
総
代
会
の
方
々
と
の

懇
親
の
席
で
、
こ
れ
を
「
学
区

の
町
お
こ
し
」
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
と
の
話
題
に
な
っ

た
。 

⑤
こ
れ
を
契
機
と
し
、
総
代
会
主

導
で
「
一
筆
啓
上･

作
左
の
会
」

が
町
お
こ
し
の
会
と
し
て
誕

生
し
た
。 

 

以
上
が
、
発
足
の
経
緯
で
あ
り

そ
の
後
二
十
年
、
多
く
の
方
々
の

ご
努
力
と
ご
協
力
に
よ
り
活
動

も
充
実
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。 

そ
こ
で
発
足
当
時
の
思
い
出

を
六
年
生
の
担
任
で
あ
り
、
「
作

左
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ

た
堺 

正
司
先
生
に
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

           

※
裏
面
に
、
当
時
の
新
聞
記
事
が 

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  
第
一
○
一
号 

令
和
二
年
三
月
一
日
（
日
）
発
行 

き
っ
か
け
は
、
学
芸
会

 

平成九年度学芸会「三河武士、本多作左衛門」の様子  

「
作
左
の
会
」
発
足
の
ル
ー
ツ
を
探
る 







 

平成９年度学芸会「三河武士 本多作左衛門」の様子 

「三河武士 本多作左衛門」を演じた６年２組の皆さん 


